
　私達のゼミでは、現代の様々な国際問題に焦点をあて、国際
関係論の主要な議論を交えながら、みんなで分析し、このよう
な問題を解決するために、国際社会がどのような取り組みをし
ているのか、そして、問題解決のためにはどうしたらよいのかに
ついて学習しています。
　私は授業以外の時でも、昼休みや放課後に大学の国際ラウ
ンジで、みんなとご飯を食べながら時事問題などについて語り
合うことが多いです。その時には、他の人の意見をきちんと聞
き、その人がなぜそう言っているかなどを考えながら聞くように
しています。違う意見を持つ人を排除するのではなく、自分の意
見を大切にしながら、同時に相手の意見も尊重し、理解し合う
その過程が大切だと思います。
　様 な々人の意見やアイデアを出し合えば、より良い結論や対策
が出てくるので、非常に勉強になります。

※記載順　氏名/コース/学年/出身高校

Agora │  05Agora │  04

 大学の講義は、座って先生の話を聴き、レポートを書いて提出するだけ…なん     て思っていませんか？人文社会科学部で出来ることは、それだけではありません！
一緒に学ぶ仲間や先生と意見を出し合い、自分の研究テーマについて発表したり、大学      を飛び出して学外調査をしたり、留学やインターンシップに行ったりすることも出来ます。

  そんなキャンパスライフを満喫して     いる先輩たちからの声が届きました！

留学に向けて
日々邁進

金村　駿 さん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域公共政策コース  ２年
山形県立山形東高等学校

花笠
サークルで
躍動

グローバル・
ガバナンス論
ゼミでみんなと

議論

海外留学を
通して

自分自身を
見つめ直す

短期
英語研修で
語学力の
向上

川島悠輔 さん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

グローバル・スタディーズコース  3年
宮城県宮城広瀬高等学校

千葉真結 さん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

総合法律コース  3年
宮城県仙台第二高等学校

アマリン・アフィカ さん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域公共政策コース  3年
マレーシアの高校

板橋　嶺 さん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

総合法律コース  ２年
宮城県仙台第二高等学校

様々な活動に
全力投球

遠藤美咲 さん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

グローバル・スタディーズコース  2年
福島県立橘高等学校

　私はこの８月からのアメリカへの留学に向けて英語の勉強を
しています。あちらでの授業は全て英語なので授業に少しでもつ
いていけるように自分の弱点であるライティングに力を入れてい
ます。先生からのご指導のもと、エッセイを書くときのルールや英
語表現、論述のポイントなど一から勉強しています。留学まであ
まり時間はありませんが、自分のできることをして有意義な留学
にしたいです。また、留学の他に私はサークルにも力を入れてい
ます。私の所属しているサークルでは主にバレーボールをしてい
ます。活動は週一のため少ないですが一週間の息抜きとして、楽
しく活動しています。また、サークルのメンバーでご飯に行くなど
サークル外でのつながりもあるため、大学生活で欠かせないもの
の一つです。これからも勉強もサークルも頑張っていきたいです。

　私の所属する花笠サークル四面楚歌では、毎年八月に開
催される花笠パレードに向けて、日々練習に励んでいます。現
在では、約200名近くの学生が所属しており、「やっしょ、ま
かしょ」の掛け声に合わせ、躍動感のあるダイナミックな踊り
を披露する花笠パレードは圧巻です。花笠パレードの他に
も、東北絆祭りや地域のお祭りなど、全国各地のイベントに
参加しており、楽しいイベントがたくさんあります。
　また、多くの学生が所属している団体ということもあり、な
かなか普段の学生生活では出会えない多くのかけがえのな
い仲間と出会えるということも魅力であると思います。
ぜひ、皆さんも私たちの踊りを見に来てください！！

　大学生のうちに様々な活動をしてみたいと思い、その一つと
して留学プログラムに積極的に参加しています。1年生の夏期
休業中には大学の「学生大使派遣プログラム」に参加し、初め
ての海外としてラトビアに2週間滞在しました。現地では、ラト
ビア大学の学生や社会人を対象に日本語を教える活動を行い
ました。2年次には「トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム 
地域人材コース」というインターンシップと海外留学が組み合
わさったプログラムへの参加を計画しています。初めての海外
滞在を通して、改めて日本や地元山形を客観的に見ることが出
来ました。海外滞在・留学は、普段の生活では意識しない「自分
を形作っているもの」を再認識する絶好の機会です。この見識
を今後の活動にフィードバックしていきます。

　私は様々な活動をバランスよく行うことを念頭に、学生生
活を送っています。まず、①学業についてです。私は様々な法
律の講義を受講するなかで、難しいと感じることが多々あり
ますが、法律を通じて世の中の仕組みを理解することを意識
し、学習に取り組んでいます。次に、②部活やサークルについ
てです。運動系のものは達成感、充実感を、文化系のものから
は豊かな感受性を得ることができます。そのため、これらの活
動を通じて様々な視野の開拓にも努めています。最後に、③
アルバイトについてです。アルバイトは社会人との関わりを通
じて自分の立ち振る舞いを学ぶ良い機会です。限られた時間
を自ら調整し、遂行する能力、これが大学生活のなかで身に
つけるべき能力だと思います。

　私はこの春、大学のプログラムで三週間フィリピン研修に
行ってきました。英語運用能力の向上、英語コミュニケーション
能力の向上を図りたいと思い参加しました。普段、大学生活の
中で実際に英語を母国語とするネイティブの方とずっと話す機
会というのはあまりないので、実際に海外に行き、異文化に触
れ生の英語に触れることができたのは大学生活の中でとても
良い経験になったと感じています。
　人文社会科学部では、英語研修のみならず、中国やロシア、
ミャンマー研修などたくさんのプログラムが用意されています。
行く意思があれば、誰でも参加することができるのでぜひ大学
生活の中で一度は海外に行き、日本では感じることができない
経験をしてみてください。
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